
＜ 春の校庭 ～③雑草と虫・キクの仲間 ＞
ざっそう なか ま

皆さん、こんにちは。牛久二小の春の校庭「雑草とそこに来る虫たち」、今回はキクの仲間です。
ざっそう なか ま

まずは、おなじみのセイ

ヨウタンポポ。日本のタン

ポポは春に咲きますが、ヨー
さ

ロッパからきたセイヨウタン

ポポは、陽射しさえあればま
ひ ざ

冬以外は一年中咲きます。こ
さ

の日は、キマダラハナバチ

やアシブトハナアブが蜜や
みつ

花粉を食べていました。
か ふん

続いて、よくタンポポとまちがえられるブタナとオニタビラコ。ブタナは、花だけ見るとタンポポ

そっくりです。でも花の

柄を見ると、細くて枝分か
え えだ

れしています。地面に広が

る葉もぼてっとぶ厚く毛が
は あつ け

多いです。オニタビラコは

地面に広がる葉だけ見ると
は

タンポポによく似ています

が、やがて茎が伸びて、そ
くき の

の先に小さな花のかたまり

をたくさんつけます。パッ

と見た目で決めつけない

で、葉はどうか、茎はどう
は くき

かとじっくり観察しましょ

う。
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セイヨウタンポポ（左上）と、その果実（右上）。蜜を吸うキマダラハナバチ（左下）と、アシブトハナアブ（右下）。
か じつ みつ す

タンポポとよくまちがえられるブタナ（左）と、オニタビラコ（右）。



こちらも黄色いキクの花をつけますが、背も高く、大きくなるのでタンポポとまちがえることはなさ
せ

そうです。日本に昔からあるノゲシと、花は似ているけれど葉がトゲトゲしていてつかむと痛いヨー
に は いた

ロッパ原産のオニノゲシ。近くには、その中間と言えるような特徴をもつアイノゲシもありました。
げんさん とくちょう

最後に、花屋さんのキクに一番似ているハルジオンと、逆に一番キクらしく見えないハハコグサ。
はな や に ぎゃく

ハルジオンは北アメリカ原産で、もともと観賞用に持ちこまれたものが帰化したそうです。「貧乏草」
げんさん かんしょうよう き か びんぼうぐさ

などと呼ばれることもありますが、きれいな花ですよね。ハハコグサはパッと見て、キクの仲間のよう
なか ま

には見えないかもしれません。茎が伸びる前の草は、春の七草の「ゴギョウ」として知られます。７月
くき の ななくさ

ころにできる果実を見ると、綿毛で風にのって飛んでいくキクの仲間であることが分かります。白い毛
か じつ わた げ なか ま け

で全身包まれているのは、害虫に食べられるのを防ぐ効果があるそうです。歌にもある高山植物のエー
つつ がいちゅう ふせ こう か

デルワイスはこれに近い仲間ですが、岩手県の早池峰山にあるハヤチネウスユキソウはもっとエーデル
なか ま はや ち ね さん

ワイスに似ていて、日本では一番近い仲間といわれています。機会があれば、ぜひご覧になって下さい。
に なか ま き かい らん
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ノゲシ（左）とオニノゲシ（中）。 それらの中間の特 徴 をもつ、アイノゲシ（右）。
とくちょう

北アメリカ原産のハルジオン（左）と、春の七草「ゴギョウ」で知られるハハコグサ（右）。
げんさん ななくさ


